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（傷病者搬送ボランティア用）
傷病者の搬送訓練（担架を使用）
参加者： 建築系学科　学生：約50名
内容：

1 1階　北口エントランスに設置する工学院大学救護所に流入してくる傷病者を歩ける人、歩けない人に振り分ける

2 歩けない人を１階アトリウムの1次TP（ブルーシート）に誘導して寝かせて応急処置を行う（三角巾使用）

3 歩ける人対象に救護所で行う応急救護体験訓練（三角巾）のため、参加者に三角巾を配布する。

4 DMAT隊によるトリアージが始まったら1階アトリウム1次TP付近で待機して、消防の指示に従い、傷病者を2次TPに搬送する。（担架を使用するので4名～5名で行う）

※中・重傷病者役はムラージュを行っています。リアルな傷（下図写真参考）をしていますが本物の傷ではありません。
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事前講習：

日時：2008年10月

場所：工学院大学　
　内容：担架を使用した搬送の注意点などに関して
訓練の流れ
13時頃～13時25分　（参加職員集合、消防による準備開始、傷病者・ボランティア配置）

①1階アトリウムの1次TPに13時25分まで集合して出席確認

（学生スタッフが配布するボランティアのゼッケン、「搬送」と記入された腕章を着用）

　　担当：学生スタッフ（　小松　）（ボランティアのゼッケンと「記録」の腕章を着用し

ています）
　②訓練開始まで待機（30名は北口エントランスの救護所、20名は1次TPに待機）
    指示：緊急医療班（　　　B　　　　）、情報収集班（　　　　F　　　　）
13時30分頃　（緊急地震速報発令　訓練開始）
①緊急地震速報により地震発生情報が放送される
②全員、その場にしゃがみ地震時に身の安全を守る行動をとる。（5分間）

13時35分頃～14時頃　（多数傷病者の受け入れ開始）
①北口エントランスの救護所に流入してくる傷病者に歩けるか、歩けないかを聞く

②歩けない傷病者は1次TPに誘導

　歩ける学生は救護所で待機させる（三角巾を配る）

　担当：救護所待機のボランティア

　指示：緊急医療班（　　　　A　　　　）
　③救護所から誘導されてくる歩けない傷病者をブルーシートに誘導して、寝かせる
　　担当：TP待機のボランティア
　　指示：緊急医療班（　　　　B　　　　）

14時頃～15時まで　（DMAT隊・消防連携隊の到着、トリアージ開始）
　①最初に救護所にいたボランティア30名のうち20.名は1次TPに集合する
　　移動指示：緊急時対応班（　　　　　　）

　②DMAT隊・消防の連携隊が到着して、搬送の指示が出るまで待機

　③消防隊員の指示に従い、傷病者を1次TPから2次TPに搬送する

· 絶対に騒がない、ふざけないこと

· 無理はしないこと、重くて辛くなったら必ず担架を降ろすこと

　④消防隊員の指示に従い、搬送を繰り返す

　⑤搬送が早く終了した場合は、2次TPの見学など（騒がないこと）



1 訓練中は絶対にふざけないこと（担架搬送など危険なことも行っています）

2 無駄なおしゃべり等はしないこと

3 ガムを噛む、飲み物を飲む等の飲食は絶対に禁止

4 DMAT隊、消防の指示に従うこと

15時頃～15時30分頃　（トリアージ会場を講演会場へ）
①会場設営準備の手伝い

②手が空いた人から体験型訓練に参加（エステック広場、地下1階、4階（煙体験）など）

15時30分頃～16時

　①1階アトリウムで講演開始

　　災害医療等に関するお話なので、傷病者訓練にボランティア参加した学生はぜひ講演も聞いて下さい

16時～
　①1階アトリウムでアンケートに回答する

　②北口エントランス付近の景品交換所で景品とアンケートを交換して、解散

　※傷病者訓練に参加した学生は東京医科大学病院作成のアンケートにも必ず回答して下さい

　＊ゼッケンは回収します。アンケートと一緒にスタッフにわたしてクダサイ。


参照：東京医科大学病院作成：「多数傷病者受入対応訓練報告書」
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写真　トリアージの様子
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図1　13時～14時頃における配置図概要





図2　14時～15時30分頃における配置図概要





図4　15時30分～16時頃における配置図概要
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